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SWIMSには前置光学系として多天体分光ユニット（MOSU : Multi-Object Spectrograph Unit）が搭載され
る。カルーセルと呼ばれる回転構造体に複数のスリットマスクが装填され、撮像観測後に任意のマスクを選択す
ることで、一度に 20–30の天体の分光を行うことができる。また面分光を可能にする IFU（Integral Field Unit）
もこの中に内装される。SWIMS全体の総合試験を前に、MOSU単体の基本動作試験、冷却実証試験が行われ、
ほぼ予定通りの性能を有していることを確認した。本講演では、MOSU単体の機械的仕様について詳細報告する。
(1) SWIMSクライオスタットと組み合わせた真空試験でMOSUに見られた変形を、構造体に補強板を追加す

ることで改善。(2) 常温部からの熱放射を遮断するMLI（Multi-Layer Insulation）の他、ラディエーションシー
ルドの熱結合を上げるためのパーツを製作・装着することで、装置内全体のスムーズな冷却を達成。(3) 冷凍機
コールドヘッドから内部までの熱伝導体として高純度銅線を用いた熱パスを採用。特に無酸素銅素材と高純度銅
線の接合部分の加工方法として、通常用いられている銀ロウ付けではなく、低温（<150K）における熱伝導率が
高い半田付けを採用。(4) 常温・低温いずれにおいてもマスク交換機構（直動部・回転機構）が問題なく制御で
きることを実証。(5) IFU搭載のためマスク交換機構の耐荷重試験を行い、約 800gまでの重量を操作できること
を確認。(6) 各種操作のコマンド制御のためのシリアル通信試験の実施。


